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地域にふれあいと笑顔を広げるおてつだい

ふれあい昼食会　（３/4）
障がいがある方やそのご家族を対象に、バイキングや温泉に入り楽しみま
した。
おいしい食事にみなさんの笑顔がいっぱいです。

みんなのげ んき

一人暮らし高齢者ひなまつり交流会（3/10 保原）　保育園の子ども達からのプレゼントで、にっこり



５つの重点目標

１	

組
織
運
営
の
充
実
強
化

	

①	�

発
展
・
強
化
計
画
の
策
定
に
向
け
て

の
現
状
分
析

	

②	

理
事
会
、
評
議
員
会
の
開
催

	

③	

定
期
監
査
の
実
施
（
年
２
回
）	

	

④	�

役
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修

会
・
諸
会
議
の
開
催

２	

経
営
基
盤
の
確
立

	

①	�

社
協
会
員
の
加
入
促
進

　
　
（
自
主
財
源
の
確
保
）	

	

②	

受
託
事
業
の
適
正
運
営

	

③	�

介
護
保
険
事
業
及
び
障
害
者
総
合
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
分
析
と
対
策

３	｢

地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
普
及
・
推
進

	

①	�『
第
２
次:

伊
達
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

（
５
ヵ
年
）』
の
実
践･

評
価	

 

新	

○�

第
２
次:

地
域
福
祉
活
動
計
画

　
　
　

初
年
度
と
し
て
普
及･

周
知

4	

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
の
連
携

	

①	

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
開
催

	

②	

地
域
福
祉
事
業
検
討
会
議
の
開
催

	

③	

各
種
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

５	

地
域
福
祉
事
業
の
推
進

	

①	

適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
実
践

	
	

○�

全
域
事
業
・
小
地
域
福
祉
活
動
の

総
合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク

	
	

・�

地
域
に
お
け
る
福
祉
共
育
の
推
進

（
出
前
講
座
）

 

新	

・�

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
　
　

�（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
）
の
受
託
運
営

	

②	

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
支
援

	
	

○�

福
祉
活
動
推
進
組
織
（
自
治
会
・
地

区
社
協
・
福
祉
会
）
の
立
ち
上
げ

及
び
活
性
化
支
援

 

新	

・�
自
治
組
織
等
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

（
講
演
会
・
地
区
講
座
・
懇
談
会
等
）

	

③	�

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

の
普
及
拡
大	

	
	
	

○�

小
地
域
に
お
け
る
各
種
「
サ
ロ
ン
」

の
立
ち
上
げ
、
継
続
支
援
を
行
う

	
	

・�

い
き
い
き
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

	
	
	

（
地
域
、
子
育
て
）

	
	

・�

地
区
別
サ
ロ
ン
研
修
（
サ
ロ
ン
の
会
）

	

④	

高
齢
者
福
祉
事
業
の
充
実

	
	

○�

孤
立
化
を
予
防
す
る
見
守
り
支
援

及
び
地
域
の
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
ふ
れ
あ
い
型
事
業
を
拡
充

	
	

・
一
人
暮
ら
し
会
食
会
（
70
歳
以
上
）

	
	

・
一
人
暮
ら
し
配
食
訪
問
（
70
歳
以
上
）

	
	

・
一
人
暮
ら
し
バ
ス
旅
行
（
70
歳
以
上
）

	
	

・
二
人
暮
ら
し
バ
ス
旅
行
（
75
歳
以
上
）

１
．
財
政
基
盤
の
安
定
化

２
．
福
祉
力
を
高
め
る
た
め
「
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
推
進･

実
行

３
．
社
会
資
源
の
有
効
的
な
活
用
に
よ
る
福
祉
事
業
の
実
施

４
．
各
種
相
談
支
援
体
制
の
機
能
強
化

５
．
関
係
機
関･

団
体
と
連
携
し
た
住
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
支
援

	
	

・
地
域
型
高
齢
者
会
食
会
（
地
区
社
協
等
）

	
	

・�

歳
末
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
お
せ
ち

料
理
等
宅
配
、
声
か
け
訪
問
）

	
	

・�

介
護
者
の
つ
ど
い

　
　
　
（
在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
）

	
	

・�

一
人
暮
ら
し
さ
さ
え
愛
電
話

　
　
　
（
定
期
的
な
安
否
確
認
）

	
	

・�

こ
た
つ
布
団
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業  

　
　
　
（
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
70
歳
以
上
）

	
	

・�

高
齢
者
安
心
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布

（
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
70
歳
以
上
）

 

新	

・�

福
祉
活
動
推
進
組
織
（
自
治
会
等
）

で
の
キ
ッ
ト
配
布
〈
モ
デ
ル
事
業
〉

	

⑤	

障
が
い
児･

者
福
祉
の
充
実

	
	

○�

障
が
い
児
・
者
及
び
家
族
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
ふ
れ
あ
い
型
事
業

	
	

・
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
大
会

	
	

・
た
の
し
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

	
	

・
み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

	
	

・
ふ
れ
あ
い
昼
食
会

	

⑥	

児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

	
	

○�

児
童
等
の
福
祉
共
育
と
、
子
育
て

支
援
を
推
進
す
る		

	
	

・�

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
へ
の

出
向
き
型
福
祉
共
育

	
	

・
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	
	

・
子
育
て
サ
ロ
ン
支
援
事
業

	

⑦	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営	

	
	

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

	
	

○�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

	
	

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

	
	

・�

地
区
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

　
　
　
（
集
ま
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
開
催
）

 

新	

・�

学
生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
募

金
活
動
・
福
祉
共
育
・
障
が
い
事
業
）

	
	

○�

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

平成 29 年度当初予算
総額 688,280 千円

収 入
（単位 : 千円）

会費収入
20,333

補助金収入
54,631

受託金収入
80,180

介護保険収入
251,463

障害福祉サービス等
事業収入
111,790

その他の収入
14,704

積立預金
取崩収入
84,327

前年度繰越金
70,852

地域福祉推進事業 33,381

共同募金配分金事業 17,341

資金貸付事業 10,426
施設管理運営事業 22,119

地域包括支援センター事業 57,272
居宅介護支援事業 36,368

ホームヘルプ
サービス事業
91,685

支 出
（単位 : 千円）

法人運営事業
163,898

デイサービス
センター事業
166,895

障がい児通所支援事業
77,526

相談支援事業
11,369

はーとふるだて　2017.4 2



	
	

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
	

○
児
童
発
達
支
援
事
業

	
	

○
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
	

○
日
中
一
時
支
援
事
業

	
	

○
相
談
支
援
事
業

	

③	

高
齢
者
受
託
事
業

	
	

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

８	

各
種
募
金
運
動
の
推
進

	

①	

日
本
赤
十
字
社
社
員
増
強
運
動
（
５
月
）

	

②	�

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　
　
（
10
月
〜
12
月
）

	

③	�

伊
達
地
方
日
赤
有
功
会
・
伊
達
方
部
赤

十
字
奉
仕
団
連
絡
協
議
会
へ
の
支
援

	

⑫	

災
害
見
舞
金
の
交
付

	
	

○�

火
災
、
水
害
の
罹
災
世
帯
に
対
し
、

見
舞
金
を
支
給
す
る

	

⑬	

助
成
金
及
び
祝
い
金
品
贈
呈
事
業

	
	

○�

福
祉
推
進
団
体
グ
ル
ー
プ
等
に
対

し
事
業
等
へ
の
助
成
を
行
う

	
	

・
福
祉
会
、
地
区
社
協
へ
の
助
成

	
	

・�

民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
方
部
・
連

協
）
へ
の
助
成

	
	

・�

福
祉
団
体
へ
の
助
成
（
老
ク
連
、
身

障
福
祉
会
、
親
の
会
等
）

	
	

・�

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人:

Ｂ
型
）
へ
の
助
成

	
	

・�

敬
老
会
実
施
団
体
へ
の
助
成
（
婦
人

会
、
区
民
会
等
）

	
	

・�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

へ
の
活
動
へ
の
助
成

	
	

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
運
営
費
等
の
助
成

	
	

・�

障
が
い
者
診
断
書
助
成
（
手
帳
取
得

申
請
）

	
	

・�

権
利
擁
護
（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）

利
用
料
負
担
の
助
成

	
	

・�

高
齢
者
作
品
展
開
催
へ
の
助
成
（
各

町
老
ク
連
）

	
	

○�

該
当
者
に
対
し
、
表
彰
式
等
に
お

い
て
祝
い
金
品
を
贈
呈
す
る

	
	

・
百
歳
賀
寿
祝
金
の
贈
呈

	
	

・
金
婚
夫
婦
へ
の
祝
品
贈
呈

	
	

・�

特
別
支
援
学
校
通
学
家
庭
へ
の
図
書

カ
ー
ド
贈
呈

	
	

・
全
国
大
会
出
場
等
激
励
金
の
贈
呈

	

⑭	�

大
学
、
専
門
学
校
等
の
資
格
取
得
に

係
る
実
習
生
等
の
受
け
入
れ

	

⑮	

車
椅
子
同
乗
自
動
車
貸
出
事
業

	
	

・�

分
野
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　
　
　
（
調
理
、
傾
聴
、
宅
配
等
）

	
	

○�
新
し
い
ニ
ー
ズ･

多
世
代
へ
対
応

し
た
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

	
	

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
　
　
（
シ
リ
ー
ズ
型
・
地
区
講
座
）

	
	

・
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座 	

	
	
	

○�

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営

	
	

・
被
災
者
サ
ロ
ン
等
の
側
面
支
援

	

⑧	

相
談
支
援
事
業
の
充
実
・
連
携

	
	

○�

弁
護
士
に
よ
る
巡
回
相
談
会

　
　
　

 

月
１
回
・
年
間
12
回

	
	

○�

障
が
い
児
者
相
談
支
援
（
基
本
相

談
）
事
業
の
受
託
運
営

	
	

○�

障
が
い
者
就
労
支
援
（
就
労
サ
ポ
ー

ト
専
門
員
配
置
）
事
業
の
受
託
運
営

	

⑨	�

低
所
得
者
世
帯
向
け
資
金
制
度
の

　
　

 

適
切
な
貸
付
・
相
談
支
援

	
	

○�

相
談
窓
口
（
本
所
・
支
所
）
体
制

の
充
実

	
	

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
受
託
運
営

	
	

・
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

	

⑩	�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　
　
（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）
の
推
進

	
	

○�

利
用
者
と
の
初
期
相
談
、
契
約
及

び
ケ
ー
ス
対
応

	
	

○�

日
常
的
な
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
（
相
談
援
助
、
支
援
員
と
の
連
携
）

	
	

○�

適
切
な
利
用
に
む
け
て
の
周
知
、
広

報 

（
相
談
支
援
機
関
と
の
研
修
）

	

⑪	

苦
情
解
決
事
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み

	
	

○�

苦
情
解
決
委
員
会
の
適
切
な
運
営
、

連
絡
及
び
連
携
を
図
る

	

⑯	

福
祉
バ
ス
貸
出
事
業

６	

広
報
啓
発
事
業
の
展
開

	

①	

福
祉
表
彰
式
の
開
催

	

②	

広
報
啓
発
・
情
報
提
供

	
	

○�

広
報
誌
「
社
協
だ
よ
り
」
の
発
行

　
　
　

市
内
全
戸
に
配
布
す
る
（
年
６
回
）

	
	

○�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
最
新
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供

７	

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
適
切
経
営

	
①	�

介
護
保
険
事
業
、
介
護
予
防
事
業
、
総

合
支
援
事
業
及
び
地
域
支
援
事
業
の

健
全
経
営

	
	

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

	
	

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
	

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	

②	�

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
経
営

	
	

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

平成 29 年度当初予算
総額 688,280 千円

収 入
（単位 : 千円）

会費収入
20,333

補助金収入
54,631

受託金収入
80,180

介護保険収入
251,463

障害福祉サービス等
事業収入
111,790

その他の収入
14,704

積立預金
取崩収入
84,327

前年度繰越金
70,852

地域福祉推進事業 33,381

共同募金配分金事業 17,341

資金貸付事業 10,426
施設管理運営事業 22,119

地域包括支援センター事業 57,272
居宅介護支援事業 36,368

ホームヘルプ
サービス事業
91,685

支 出
（単位 : 千円）

法人運営事業
163,898

デイサービス
センター事業
166,895

障がい児通所支援事業
77,526

相談支援事業
11,369

平成 29 年度  事 業 計 画

はーとふるだて　2017.43



2 ～ 3月は、ボランティアを続けて
いる方向けの各地域スキルアップ
の講座を開催しました。今回は、参
加されたボランティアの皆さんが
真剣に学んだ様子を紹介します。

伊達市を中心に県内のボランティア61名が参加し、ボ
ランティアリーダー研修会を開催しました。講師の『地
域社会デザイン・ラボ』遠藤智栄さんから「気持ちよく
ボランティアを続けていくために」というテーマで講義
があり、グループワークでは活発な意見交換が行われま
した。参加者からは「とてもためになり、満足できる内
容だった」と感想をいただきました。

市内全域で活動する調理ボランティアグループ 40
名が参加し、食の安全と衛生について、また手洗い
や調理方法を改めて確認する研修会を開催しました。
この研修会は、毎年 1回行っており、宅配弁当作り、
会食会で活躍する皆さんが、たくさんの方に喜ばれ
る食事を作れるようにと熱心に学んでいました。

参加者の声

早速病院で車いすを押す機会があって
喜んでもらえたよ！

乗ってみると意外と怖い！
安心して乗ってもらうには声かけが
大事だね

「ボランティアで車いすを押すことがあるん
だけど、自信なくて…」そんな声にお応えし、
共通のテーマで開催しました。2月に 5支
所を会場に、合せて 127 名が参加しました。
自分で乗ってみて、押してみて、どう押し
てもらえたら嬉しいか、じっくり考えてみ
ました。

集まれ ! ボランティア
〜優しく車いすを押そう！〜

やりがいあるグループ活動を応援！
ボランティアリーダー研修会

316

安全でおいしい！調理のために
調理ボランティアスキルアップ研修

32

2/15 梁川

2/8 月舘

2/7 霊山 2/13 伊達

2/16 保原
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「夢」がかたちに・・・
「最近、ご近所さんも一人暮らしの人が多くなって、

日中一人でいるのは寂しいんじゃないかな？みんな

が集まれる場所があったらいいと思うんだけど…。」

相談に見えたのは「陽だまり」代表の白井さんです。

社協からサロンの提案を受け、福島市のサロンに足

を運んだりしながら「自分たちのサロンの形」をつ

くっていきました。名前はみんなが集まる暖かい場

所であってほしいと願い『陽だまり』に。

少しずつ人が集まっ

て今では平均 15 人

とにぎやかな笑い声

が飛び交います。運

動・脳トレ・カラオ

ケ etc と、もりだ

くさん！！

うれしいこと
「最初はみんな静かで、話もしなかったの。でも今

はみんなおしゃべり。私もおしゃべりになったの！」

政治の話なども出て、話題は尽きません。暗かった

人もおしゃべりになり笑顔になって、自分から話す

ようになってきたことがうれしいと話す白井さん。

「この会がなかったらボーッと家に閉じこもってた。

ほんとに感謝。自分のいいところを出せる場所」「楽

しい！」と話す参加者さん。来ない人がいると誰か

しら電話したり訪問したり、近くの人達がつながっ

ていることも大切にしています。今年は、昨年から

1年かけて作ったつるし雛をこの場所に展示して、

通りすがりの親子連れやたくさんの人に見に来ても

らえたことがみんなの喜びになりました。

みんなが笑顔になれる場所へ
「人には大きく己小さく、腹は立てずに横に据え、

心まろやか気は長く持て」とお母様から教えても

らった言葉を大切にされている白井さん。これから

も皆さんと協力して、地域の人の憩いの場として

ずっと続けていきたいそうです。モットーは「楽し

く明るく元気に、若くなって帰ること！」たくさん

の人にこの「陽だまり」を知ってもらい、だれでも

どなたでも気軽

に立ち寄る場所

になって、“みん

なのお茶の間”

になれたらいい

ですね。

次回はボランティアだて（伊達）です　
お楽しみに！

活動開始 ： 平成 26 年 10 月
活動場所 ： みんなのお茶の間 陽だまり
　　　　　 （保原郵便局向い）
活 動 日 ： 毎週水曜日
	 10：00 ～ 15：00
代　　表 ： 白井光江さん

連載

みんなのお茶の間

　　陽
ひ

だまり

サロンにインタビュー ! NO.1
　今回からサロンやボランティアのインタビューコーナーが始まります
活動の様子や、皆さんの想い等を伝えていきますので、お楽しみに！
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 伊達市霊山・月舘地域包括支援センター

オレンジカフェ ～ 認知症カフェ ～
“認知症になっても安心して暮らせる街づくり”の一環として、オレンジカフェ
（認知症カフェ）を開催しています。
ご本人や介護者がホッと一息つける居場所作り、認知症についての情報交換など
など・・・そんな機会になれば嬉しいです。

【場　所】　まちなかサロンYottemi（ヨッテミ）
【参加費】　100 円　コーヒー・お菓子つき
【開催日】　６月・９月・11月　（第三木曜日）開催前月、案内チラシ（回覧）

住み慣れたまちで、いつまでも生活
できるように応援いたします。
最近物忘れで困っている等、お気軽
にご相談ください。

オレンジカフェ
１回～３回までの

様子

★伊達市霊山・月舘地域包括支援センター	 電話：５８６－１３２３
★同地域包括支援センター　月舘出張窓口	 電話：５７３－３１１３

連 絡 先

第１回

第2回

第3回

事業所だより
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ありがとうございました お寄せいただいた寄付金は、
地域福祉向上のため
大切に使わせていただきます。

平成29年2月1日～
平成29年3月31日受付分（順不同）
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日本赤十字社員増強運動のご協力お願い
　赤十字事業につきましては、日ごろより特段のご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
　平成29年度も引き続き、超高齢化する地域での高齢者支援事業、従来から実施しております国際救
援活動をはじめとして、災害援助事業・奉仕団活動や血液事業の推進、青少年赤十字の育成等広範に
わたっての活動も継続して実施いたします。
　これらの活動を行うための財源は赤十字社員からの
社費と皆さまから寄せられる寄付金によって支えられ
ています。
　今年度も社員増強運動を推進することといたします
ので、趣旨をご理解いただき、赤十字社員への加入及
び社費の募集についてご協力をお願いいたします。

　1　運動期間　　平成29年 ５月1日～５月31日
　2　社費目標額　1世帯 500円以上
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行 事 予 定 内容についてはホームページでもご覧になれます

ほっと掲示板ほっと掲示板インフ
ォメー

ション

お問い合わせは本所・各支所へ

本　　所　☎ 576 − 4050
伊達支所　☎ 551 − 2139
梁川支所　☎ 527 − 2572
保原支所　☎ 576 − 4050
霊山支所　☎ 586 − 3463
月舘支所　☎ 571 − 1406

日　付 曜日 事　　業　　名 開催地域または会場

5 月 20 土 さわやかスポーツ大会 大田小学校体育館

6 月

7 水 一人暮らし高齢者バス旅行（霊山・月舘） 未定

9 金 一人暮らし高齢者バス旅行（保原） 未定

16 金 一人暮らし高齢者バス旅行（伊達・梁川） 未定

5月8日（月）梁川中央交流館
6月5日（月）霊山総合福祉センター

まずは電話で予約をお願いします。

ふれあい福祉相談会相談は
無料 !

弁護士が秘密厳守で対応いたします

あ  

と  

が  

き

平
成
29
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

こ
と
わ
ざ
に
、「
為
せ
ば
成
る
、

為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
強
い
意
志
を

も
っ
て
行
え
ば
、
必
ず
成
就
す
る

と
い
う
こ
と
で
、「
や
る
気
」
の
大

切
さ
を
説
い
た
言
葉
だ
そ
う
で
す
。

「
ま
だ
入
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
」

と
か
「
歳
を
取
っ
た
か
ら
・
・
」
と

い
う
言
い
訳
せ
ず
に
、
新
年
度
、

気
持
ち
を
新
た
に
「
や
る
気
」
を

持
っ
て
事
に
あ
た
り
た
い
も
の
で

す
。

一人暮らしの高齢者へお弁当をお届けするボラン
ティアです。
新しいことを始めたい方、ボランティアに興味が
ある方、挑戦してみませんか？
　●日 程 ： 6/7（水）～ 6/28（水）
	 14：00 ～ 15：30
	 （最終日のみ 11：00～ 13：00）
　●場 所 ： � 伊達ふれあいセンター
　お申込みは　☎ 551-2139（伊達支所）まで

★たくさんの申込みをお待ちしています !! ★

退  職  者
平成 29年 3月 31日付
　　髙　橋　容　子
　　（伊達市社協ケアプランセンター介護支援専門員）
　　菅　野　玲　子
　　（伊達市社協ヘルパーステーションホームヘルパー）

平成29年度 手話奉仕員養成講座受講生募集伊達 : 昼食宅配運転ボランティア養成講座

手話奉仕員の養成講座を開催します。楽しく手話を学びな
がら交流の輪を広げてみませんか。

対 象 者　�伊達市在住の方、または、伊達市に通勤してい
る方のうち18歳以上の方で初めて手話を学習
する方。

会　　場　保原町産業振興会館
開催期間　平成 29年 6月～ 12月（全 40講座と6講義）
　　　　　・毎週水曜日19:00 ～ 20:30
　　　　　・毎月1回土曜日9:30～12:45
　　　　　　（祝日の場合は休講）
定　　員　20名（申込多数の場合は抽選）
受 講 料　3,240円（テキスト代）
申込方法　�申込書は、社協本所・支所の窓口へ提出して下さい。

ホームページからもダウンロードできます。
申込期限　5月19日（金）まで
そ の 他　※�都合により、会場、日程等を変更することが

あります。
　　　　　※�今回の講座は、入門課程・基礎課程があり、

それぞれの課程を7割以上受講した場合、修
了証書を発行します。
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